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1 Cf. 田村毅、塩川徹也編『フランス文学史』、東京大学出版会、1995 年、263、265
頁。また、Michel Brix, Histoire de la littérature française Voyage guidé dans les lettres du XIe 
au XXe siècle,de boeck, 2014, p. 284, 304 には、19-20 世紀の代表的な文学批評の場として
これらの雑誌が挙げられている。  
2 この語をクロード・ウィトコウスキーは揶揄している。Voir Claude Witkowski, Les 
Éditions populaires. 1848-1870, G.I.P.P.E. 1997, p. 78. ダニエル・コンペールは、このウ
ィトコウスキーの指摘を補足し、執筆後数十年以上も経てから書籍化された作品を挙げ、
初出の概念にも注意を促している。Voir Daniel Compère, Les Romans populaires,Presses 
Sorbonne Nouvelle, 2012, p.75.  
3 例えば以下の研究が挙げられる。Marie-Ève Thérenty, Mosaïques Être écrivain entre 
presse et roman (1829-1836), Honoré Champion, 2003.  ID, La Littérature au quotidien.  























ぼしたルソーの『エミール』Émile(1762)のわずか 6 年後の 1768 年に、
フランスでもっとも古い児童向けの定期刊行物とされる『教育新聞』
Le Journal d’éducation が発刊され 4、これを機に、子ども向けの新聞
や雑誌が次々に世に出されたという。  
19 世紀には、印刷技術の発達も伴い、子ども向けの刊行物が大き
く発展するが、「しつけ、教え、楽しませる」Moraliser, instruire et amuser
ことが、19 世紀前半に創刊された数多くのフランスの児童雑誌の三大目
的となったようだ5。それは、この時代のもっとも代表的な児童雑誌とさ
れる P.-J.エッツェル(Pierre-Jules Hetzel)とジャン・マセ(Jean Macé)の『教
育娯楽雑誌』Le Magasin d’éducation et de recréation（1864 年創刊）の、そ
                                                        
4 Alain Fourment, Histoire de la presse des jeunes et des journaux d'enfants 1768-1988. 
Editions Eole, 1987, p. 19. 
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1. ジャン・マセ「胃袋の従者たち」Les Serviteurs de l’estomac  
2. P.-J.スタール「イルセ王女」La Princesse Ilsée  
3. あるパパ(un PAPA)「子どもの小さな悲劇」Petites tragédies enfantines  
4. ジュール・ヴェルヌ (Jules Verne)「北極のイギリス人」Les Anglais au pôle nord  
5. P.-J.スタール、E.ミュレール(E. Muller)訳「スイスのロビンソン」Le Robinson suisse        
 
タイトルから、これらの作品を｢教育｣と「娯楽」に振り分けることは難し
いだろう。そこで、創刊号から 12 号までの 2 年間に掲載された内容をも
う少し詳しく見てみる。2 号では、これらの物語の続きがすべて収められ
ているが、3 号以降、これらはやや不規則に掲載される。まず 1 は、8 号
を除いた全ての号で、巻頭で発表されている。この物語は、すでにこの出
版社から発表されて好評を博した『一口のパンの物語』L’Histoire d’une 




の旅と冒険』Voyages et aventures du capitaine Hatteras のタイトルで書籍化
された冒険小説で、全ての号で発表され、大抵 3 番目か 4 番目に位置して
いる。5 は、スイスのヨハン・ダヴィド・ウィース10が 18 世紀末に書いた
が、1812 年にその息子によって発表された小説である。この小説は、『教
育娯楽雑誌』では、3 号を除くすべての号に掲載され、8 号までは巻末に
                                                        
6 Voir Le Magasin d’éducation et de recréation, publié par Jean Macé et P.-J. Stahl, 1864- 
1865, réimpression par Athena Press, 2008, frontispice. 
7 Ibid., p. 379-380. 
8 Ibid., p. 4. 
9 この物語の作者については、P.-J.スタールによる紹介がある。Ibid., p. 10-11. 
10 この物語の作者についても、P.-J.スタールによる紹介があるが、作者の息子でこの物











は科学的知識を、4 と 5 はフランスとは異なる地球上の文明の紹介に重点
を置く点で、この時代に注目された科学や博物学などの知識を広める意図
が窺える。とはいえ、当時画期的と評された『教育娯楽雑誌』に、再話が















Socialisme au XVIIIe siècle(1895)を著した歴史家である。しかし今日ではむ
しろ、子ども向けの物語作家として知られている。もっとも知られた作品
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1924 年 9 月 18 日号の内容を見てみよう。  
                                                        
11 Cf. Éric Bordas, « Phrases sans parole mais avec babil : le discours indirect libre 
hypocoristique du petit Trott (1898) » Fabula, La Recherche en littérature,2016.   
http://www.fabula.org/colloques/document3449.php  
12 この点については、例えば、20 世紀初頭の政教分離に対する、1905 年のこの雑誌に
掲載された批判的な記事の中にも認められる。Voir Fourmen, op. cit.,p. 171-173.  
13 Cf. Aurélia Vertaldi et Olivier Delcroix, « Et Bécassine fut décapitée il y a 75 ans, le 18 juin 





1. アンドレ・リシュタンベルジェ「ナーヌと動物たち」Nane et ses bêtes  
2. シュザンヌ・サイイ (Suzanne Sailly)「小さいミッシェル母さん」  
La Petite Mère-Michel 
3. フランソワ・デュ・シュミエ(François du Sumier)「ロンスヴォーでのロランの伝説」
Légende de Roland à Roncevaux  
4. 「詩を読もう」Vers à dire  
5. 「クイズ―四角連語」Jeux d’esprit – mots en carré  
1. アンドレ・リシュタンベルジェ「ナーヌと動物たち」（続き）   
6. ジョルジュ・ルザ (Georges Louza)「しし鼻のリゾット」  Lisotte au nez camard    
7. ロランド伯母 (Tante Rolande)「伯母さまからの手紙」Lettre d’une tante  
8. シュザンヌ・リヴィエール(Suzanne Rivière)「おやつのための刺繍入りテーブルク
ロス」Une nappe brodée pour le goûter  
9. 「隠れた都市当て大クイズ」Grand concours des villes cachées 







一際目立つ 1 以外は全て白黒で、2、3、6 は連載小説である。2 は農場
で暮らすみなし子たちの物語。3 は中世の叙事詩『ロランの歌』中の有名
なエピソードの再話。4 は署名がないが、寝る前に子どもが身近な人たち
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実践へとさらに促す工夫も見られる。例えば、1924 年 2 月 21 日の「伯母
さまからの手紙」では、以下のようなくだりがある。  
 





Appuyée à la table, Frimoussette est fort occupée. […] Sur une chaise, à ses côtés, 
Bleuette, les yeux baissés, dort paisiblement.  […] 
- Que faites-vous, chérie? dis-je en m’approchant. 
- Je suis en train de tailler une robe de velours pour ma fille.  La Semaine de Suzette a 












                                                        
































のだった。Nane a été une fillette assez turbulente et sans beaucoup de suite 
dans les idées.  Mais elle pouvait demeurer une matinée entière à former des 
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15 参照：森田直子「マロ、エクトール・アンリ」、『『赤い鳥』事典』、柏書房、278 頁。 



























められる時期もある。そのもっとも目立つ期間が、休刊直前の 1928 年 12
                                                        
16 La Semaine de Suzette, le 18 septembre, 1924, p. 79. 尚、丸括弧内は引用者による。  
17 「『赤い鳥』の標榜語モ ッ ト ー」、『赤い鳥』、1918 年 7 月号（復刻版、日本近代文学館、1979
年）、巻頭。  
18 『赤い鳥』、1918 年 7 月号、p.78  
19 参照：鳥越信「大正期」、『日本児童文学案内』、理論社、1974、65-102 頁。関口安義
「『赤い鳥』と童心主義の評価」、三好幸雄、竹盛天雄編『近代文学 4 大正文学の諸相』、
有斐閣叢書、1977 年、224-233 頁。  
83
月号から 1929 年 3 月号までの 4 号（以後これら 4 号を＜大判化 4 号＞と
記す）で、そのサイズが、A5 判から B5 判に変わり、表紙には「家庭の雑
誌」という副題が添えられている。サイズに関しては、1928 年 10 月 3 日、
福富高市とその妻みつえに宛てた手紙に以下のような一節がある。  
 


























                                                        
20 『鈴木三重吉全集』、第 6 巻、岩波書店、1982 年、527-528 頁。  
21 佐藤宗子『「家なき子」の旅』、平凡社、1987 年、108 頁。  
22 『赤い鳥』、1928 年 12 月号、23、43 頁。  
84
月号から 1929 年 3 月号までの 4 号（以後これら 4 号を＜大判化 4 号＞と
記す）で、そのサイズが、A5 判から B5 判に変わり、表紙には「家庭の雑
誌」という副題が添えられている。サイズに関しては、1928 年 10 月 3 日、
福富高市とその妻みつえに宛てた手紙に以下のような一節がある。  
 


























                                                        
20 『鈴木三重吉全集』、第 6 巻、岩波書店、1982 年、527-528 頁。  
21 佐藤宗子『「家なき子」の旅』、平凡社、1987 年、108 頁。  
22 『赤い鳥』、1928 年 12 月号、23、43 頁。  
また、毎号掲載され、『赤い鳥』において独自の地位を築いている「科
学」読物の他、「地理」（「チベットの奇習」、1929 年 3 月号）、「史話」（「江
戸のころの話」、1929 年 1 月号）、「俗話」（「おくびょうもの」、1928 年 12
月号）「遊戯」（「山の手の子ども」、1929 年 2 月号、「下町の子ども」、1929





















判化 4 号＞においては、「ノアールの館」（1929 年 1 月号）「海賊の赤帽子」、
「祖国の地図」（1929 年 3 月号）といった物語の中で展開されている。  
また、『赤い鳥』を読み解くキーワードともいえる童心のテーマも、ラ
イオンに食料を与えたいが、その食料となるかわいい子犬を助けたい気持
ちで揺れる「巡回動物園」（1929 年 2 月号）や『私のかわいいトロット』
からのエピソードで、主人公の突拍子もない行動で驚かされる「かたつむ
り」（1929 年 3 月号）に見い出される。童心の例証としては、この小説か
らの他の 2 つのエピソードも挙げられるが、そのうちの一つである「青い





   Mais voici que, dans une attaque plus impétueuse, les incisives du roquet ont happé 
l’endroit où devait être le mollet!     
[...] 
Une voix lui dit :  
- Vous devez être joliment courageuse, Miss? Hein? 
Miss abaisse sur Trott un regard sévère.  Se moquerait-il d’elle?  Mais elle rencontre 
des yeux limpides où l’ironie est absente.  D’un geste mécanique elle se baisse et grave 
l’empreinte de ses incisives sur la petite joue.  Trott n’approfondit pas les raisons de 
cette démonstration, trop absorbé dans ses réflexions23. 






   「ミスはずゐぶん勇敢ね。ねえミス。」  













                                                        
23 André Lichtenberger, Mon petit Trott,(1898) Plon, 244e édition, 1928, p.30-31. 下線部は
引用者による。  
24 「青い顔かけの勇士」、『赤い鳥』、1929 年 1 月号所収、14 頁。下線部は引用者による。  
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25 佐藤、前掲書、118-120 頁。  






























                                                        
26 佐藤宗子はこの評を三重吉自身のものとしているが、仮に三重吉自身でないとしても、
編集側の見解であることは確かなため、拙稿では特に支障はない。参照：佐藤、前掲書、
111 頁。  




































                                                        




































                                                        




こと殺してくれと強盗に頼む「おくびょうもの」（1928 年 12 月号）、敵軍
の中を一人で駆け抜け、狐を仕留めたフランスの将校の武勇を描く「騎士
のはなれ業」（1928 年 12 月号）、スペインのフェルディナンド王に使える
3 人の勇士たちの暴挙と彼らの勇気について議論される「第一の勇士」











食の子」と通底する「支那人の子」（1928 年 12 月号）や連載小説「太平











「官舎の子」（1929 年 1 月号）があるが、この物語では、育った環境の異
                                                        
29 『赤い鳥』、1929 年 2 月号、53 頁。  
30 『赤い鳥』、1929 年 1 月号、63 頁。  
31 『赤い鳥』、1929 年 1 月号、64 頁。  
89
なる官舎の子に一旦は歩み寄るものの、結局は距離を置いてしまう結末で、
生活環境の違う子ども同士の歩み寄りの難しさを提示している。  
 以上のように、『赤い鳥』に収められた物語の間のテーマ的な関連性の
みならず、「おくびょうもの」と「騎士の離れ業」との関係のように、勇
気という同じテーマを扱いながら、それぞれ異なる見解が提示されている
ために、読者はこれらの物語を通して、さまざまなものの見方を学ぶこと
ができるようになっている。このような、それぞれの物語が異なるものの
見方を提示することこそ、児童教育雑誌としての『赤い鳥』の意義も見い
出せるのではないだろうか。  
 
 
おわりに 
『赤い鳥』と拙稿で取り上げた、この雑誌とほぼ同時代に発表されてい
たフランスの児童向け雑誌とを単に並べて見比べてみただけでも、いくつ
かの興味深い点に気づく。まず、正統な文学研究の観点に立つならば、二次
パ ラ
文 学
リテラテュール
と判断されかねない、大雑把な翻訳や翻案もふくめた再話が、拙稿
で取り上げた 3 点の児童雑誌においては、少なくとも量的には重要である
ことだ。児童雑誌全般的な傾向はともかく、とりわけ児童の教養教育を重
視する『教育娯楽雑誌』と『赤い鳥』における再話の多さは、偶然だろう
か。新たに創作される物語よりも、既に書かれた、あるいは語り継がれて
きた物語のほうに、教育的な効果があるとの判断なのかもしれないが、こ
の点については今後さらに検討する必要があるだろう。  
また、『赤い鳥』には、全般的に、子どもに学ばせたいいくつかのテー
マに適う物語が選ばれていることが推測された。読者一人一人の学びは、
子どもが飽きずに読める長さを一回分とし（この点においても、しばしば
制約ととらえられる紙面の量的な限界は、児童向け雑誌においては必要条
件となる）、継続的に、そしてさまざまな角度から語られる物語によって
なされていた。だからこそ、鈴木三重吉が構想し、実践した子ども向けの
文学の教育は、雑誌という媒体でなければならなかったのである。  
90
